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    みんなで創ったふるさと上山佐の文化祭    

 10月20日、山佐小学校を会場に上山佐地区文化
祭を開催しました。各種展示や出店、ステージイベ
ントなどの催しに多くの方にご来場いただき、にぎ
やかで楽しい文化祭となりました。数年前から各自
治会から選出された実行委員の方により企画を検討
してもらっていますが、今年は５回もの実行委員会
開催に加え、各種作業のために集まっていただくな
ど、例年に増して力の入った取り組みでした。 

 地域の
皆様には
展示作品
の出展、
各種店舗出店、ステージ出演などでご協力をいただき
ました。ご来場いただいた方を含め、この場をお借り
し、厚くお礼申し上げます。今回の文化祭は『みんな
で創ろう！ふるさと上山佐の文化祭』というテーマで
開催しましたが、文字通り皆で創り上げた催しになり
ました。なおステージでご覧いただいた過去の小学校
卒業写真、交流センターにありますので見に来てくだ
さい。（写真は休憩所の様子とひまわりの会のステージ） 

【編集後記】 
 「文化祭」「暖談まつり」と、相次
いで大きなイベントを開催しました。
楽しく盛大に開催できたのは、協力い
ただいたスタッフの方のおかげだと
思っています。本文で書いたように、
文化祭は数年前から各自治会で選出さ
れた実行委員で内容を検討するスタイ
ルになっていますが、それを経験され
た方のその後の活躍が目覚ましいもの
であると感じています。交流センター
職員もそれに甘えることなく、出され
た企画や要望を形にしていくよう努め
たいと考えています。文化祭テーマを
もじって『みんなで創ろう！ふるさと
上山佐』を合言葉に、今後もみんなで
地域づくりに取り組んでいきたいもの
です。 

     受賞おめでとうございます 

    秋の恵みを焼いて食べたよ～！ 
 １１月１７日、交流センターを会場に「暖談まつり」を開催しまし

た。当日は他のイベントとも重なり参加者は若干少なかったのです

が、楽しい企画満載

でご来場くださった

方には満足いただけ

たもの思います。 

須藤幸義さんには急

きょ「菊芋」と「大

根」を寄贈いただき

ました。安価で販売

し、売上は今後の活

動資金にさせていた

だきました。また新

たな試みとして「手作りバームクーヘン」に挑戦。炭火で４人がかり

で２時間半かけて美味しく焼きあがりました。今年は栗が不作で全く

提供できませんでしたが、ギンナンは仙田美男さんにたくさん持って

来ていただきましたの

で、多少の在庫がありま

す。ご希望の方は交流セ

ンターにおいでいただけ

れば、当分の間試食がで

きると思います。お早め

においでくださるようご

案内します。 
（写真は会場内の様子）  

    皆で目のお薬師様へお参り     
 １１月１２日、ミニデイサービス「にこにこサロン」

は総勢２０人で一畑薬師に出かけました。ご存知のとお

りここは目のお薬師様、1100年の歴史があり全国の一

畑信仰の総本山としてあつい信仰を集めているお寺で、

係の方から寺の歴史などの説明を聞くこともでき、参加

者はそれぞれの願いを込め手を合わせていました。「歳

をとり目が悪くなったのでお参りができて良かった。」

「一畑パーク

がなくなって

から、久しぶ

りに来た。」などと話す参加者もありました。お参り

後、近くの宍道湖が見えるお店で昼食をとり、その後

島根ワイナリーで休憩や買い物をし帰路につきまし

た。今回は新規の参加者もあり、これまで以上ににぎ

やかな小旅行となりました。新規加入いただける方を

随時募集していますので、ご希望の方は交流センター

にお申し出ください。(左の写真は寺の説明を聞く参加者) 

上山佐を 
みんなで 
元気にして 
いこう！ 

 

    森林資源の利活用について 

 先月発行号で暖談まつりの事前周知に併せ、里山の森林資源活用を
ピーアールしましたが、たまに「自分の所の木材を交流センターの薪
ストーブの燃料として使ってもらえないか？」というお話しをいただ
くことがあります。現在交流センターで調達した薪で足りているた
め、お断りしている状況です。しかし一方ではそれを風呂焚き等で求
めておられる方もいらっしゃることから、交流センターで双方の仲介
ができないか検討してみたいと考えています。
全ての要望を仲介できるとは限りませんが、薪
をお持ちの方、それを求めていらっしゃる方、
交流センターまでご連絡をお願いします。森林
資源有効活用の一助となれば幸いです。 


